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１．まえがき

　最近，公共工事の工費縮減，新技術の活用を目的として，上下部一体の設計・施工一括発注がクローズアップされてい

る．そこで上部工と下部工の併行施工により，全体工期短縮が可能な一つの橋梁形式を選定し，従来構造・工法に比べて

どのくらいの工期短縮が図れるかの施工シミュレ－ションを行い，良好な結果を得た．

２．橋梁形式の検討

　橋梁形式は，山岳橋梁に対して

経済的および耐震性に有利な橋

梁形式である橋脚を鋼管・コンク

リート複合橋脚，上部工を鋼２主

合成鈑桁とし，両者を中間橋脚で

剛結した複合ラーメン橋とした．

図－１に一般図を示す．上下部一

体設計・施工の特色を生かすため

に，基礎工事完了後に橋脚鋼管を

先行架設し，その状態で鋼桁を張

出し架設するという施工方法に

重点を置き，この施工方法に配慮

した構造詳細を採用した．

３．構造検討

　本橋梁の施工順序を図－２に示す．この施工手順の場合，鋼

桁は鋼管自立状態で張出し架設されるため，以下の検討が必要

となった．

３．１ 　鋼桁と鋼管の固定方法

　鋼桁と鋼管の固定方法は，張出し架設時に十分安全な構造で

あること，コンクリート充填性に配慮されていることはもちろ

んであるが，張出し架設時の固定方法が完成時の耐荷力，耐久

性に影響を与えないことが重要となる．図－３に剛結構造を示

す．仮固定部材により剛結部を挟み込む横桁を支持し，横桁と

仮固定部材の定着は，異形PC鋼棒により行う．異形PC鋼棒は，

26φ程度を想定している．鋼板とコンクリートの定着（ずれ止
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図－２　施工順序

基礎工

鋼管建て込み

鋼
桁
架
設

橋　脚
コンクリート

打　設

剛結部コンクリート工

Pca床版の敷設

図－３　剛結構造

図－１　橋梁一般図
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め）は，孔あき鋼板リブによるものとする．孔明き鋼板によるずれ止めは，スタッド

ジベルに比べて疲労耐久性に優れる等の特長を持ち，複合ラーメン橋への適用性につ

いても実証されている1)．

３．２ 　鋼桁張り出し架設時の横荷重による鋼管の安全性照査

　複合橋脚の鋼管部材は，一般的に応力部材として使用していないため，鋼管径や配

置は下部工の形状で決定されている．本施工方法では，鋼管自立状態で張出し架設を

行うため，鋼管部材の安全性の照査が必要となる．図－４に鋼管部材を示す．鋼管部

材は，柱高さ1/2程度までH形鋼により補強を行い，タイプレートを設けて各鋼管を

拘束することで，40m/sの設計風速にも対応できる．

４．施工方法と工程

　上下部一体施工の優位性は，クレ－ン等の機材の供用と上下部ラップ施工である．

図－５に工程表を示す．なお，対象とした既存工法は，RC橋脚と鋼２主桁の複合ラ－

メン橋で，文献２）で示されたトラベリングエレクションガントリ－（以下，TEGと称す）を用いたバランシングカンチ

レバ－架設での工程である．既存工法では，橋脚を RC コンクリ－トで施工した後，剛結部のコンクリ－ト工を行い，桁

架設に移行する．一方提案工法では，鋼管建て込み後，ただちに柱頭部の剛結ブロックの組立を行い，橋脚のコンクリ－

ト打設を待つことなく桁架設に移行する．上部工の架設と平行して行う橋脚部のコンクリ－ト打設は，ハイブリット・ス

リップ・フォ－ム工法3)等を用い，PCストランド巻き付け，型枠の組立，コンクリ－トの打設作業を繰り返し，最終ロッ

トまでの立ち上げを行う．剛結部のコンクリ－ト工完了後，Pca床版の敷設を行う．

　施工工程のシミュレ－ションの結果，下部工の主要工程で２ヶ月，全体工程で４ヶ月の工期短縮が可能となった．

５．まとめ

　上部工と下部工の併行施工により，従来構造・工法に比べてどのくらいの工期短縮が図れるかの施工シミュレ－ション

を行った．結果として全工程の２割程度の工期短縮が可能であることがわかった．また上下部一体設計により，詳細設計

においても両者の相互理解が得られ，更なる工期短縮が期待できると思われる．
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図－５　工程比較
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図－４　鋼管部材
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